


■日時：
　平成 28 年 6 月 18 日（土）
　開場：13:30　シンポジウム：14:00 ～ 17:30
　※シンポジウム終了後、懇親会（有料）を予定しています。

■会場：
　〒101-8308　東京都千代田区神田駿河台 1-8-14
　日本大学理工学部　駿河台キャンパス　１号館 3 階　131 教室

■参加費：
　シンポジウム：一般 1,000 円　会員 500 円　学生 無料

■講演
　野 原　卓　横浜国立大学 大学院都市イノベーション研究院  准教授
　「ストリートデザインマネジメントについて考える」
■パネルディスカッション
　パネリスト｜
　野 原　卓　横浜国立大学 大学院都市イノベーション研究院  准教授
　高見 公雄　法政大学 デザイン工学部 都市環境デザイン工学科 教授
　天野 光一　PDC 理事長、日本大学 理工学部 まちづくり工学科 教授
　栗 原　裕　PDC 理事、有限会社ユー・プラネット 代表取締役
　コーディネーター｜
　伊 藤　登　PDC 副理事長、株式会社プランニングネットワーク 代表取締役

■主催：
　一般社団法人 パブリックデザインコンソーシアム
■後援：
　都市環境デザイン会議、特定非営利活動法人 景観デザイン支援機構、一般
　社団法人 ランドスケープアーキテクト連盟、公益社団法人 土木学会 景
　観・デザイン委員会
■お問い合わせ：
　一般社団法人パブリックデザインコンソーシアム　事務局　
　tel:03-6807-8611　e-mail:info@pdc-j.org

近年、オープンカフェの社会実験などを経て、道路空間や河川空間のオープン化が推し進められるようになり、道路空間におい
ては車線を歩行空間に再配分する動きが進んでいます。これらの動きは、公共空間の民間開放によって新たなビジネスチャンス
を生み出すものであり、地域経済を支援する仕組みの提供とも言うことができます。安全性とアクセス性を高めつつ歩行や自転
車利用を促進させること、そして、コミュニティの快適性を育む場所をつくりながら、地域の経済活動を支援することが全国的
に求められています。本シンポジウムでは、喜多方市での「みちづくり」と「まちづくり」などの実績で知られる横浜国立大学
野原卓准教授をお招きし、公共空間活用や道路空間の再編とまちづくりや地域経済との関わりについてご講演頂き、このような
動きを全国に展開するためのアイデアを伺いながら、実現のために必要となる空間・施設のあり方について考えたいと思います。

参加申込み方法
一般社団法人パブリックデザインコンソーシアムのホームページにある
「PDC 春季シンポジウム申し込みフォーム」からお申し込みください。

※本シンポジウムは、「都市計画CPD」の認定プログラムです（3.5単位）。

http://www.pdc-j.org

■経歴
1998　東京大学  工学部  都市工学科  卒業
2000　東京大学  工学系研究科  都市工学専攻  修士課程  修了
2000　株式会社久米設計
2003　東京大学  大学院工学系研究科  都市工学専攻  助手
2005　東京大学  国際都市再生研究センター  特任助手 
2008　東京大学  先端科学技術研究センター  助教
2010　横浜国立大学  大学院工学研究院  准教授
2011　現職 

■主な研究内容
○既存ストックを活かした地域マネジメント研究
・地方都市周縁集落における持続可能な地域マネジメント研究（岩手県洋野町　他）
○市街地ビジョンとその実現に関する研究
・地方都市におけるまちなか空間の再生ビジョンとその実践（愛媛県松山市　他）
・地方小都市における「みちづくり」と「まちづくり」研究（福島県喜多方市　他）
○価値を生み出す創造都市空間に関する研究
・エリアコンバージョンを中心とした都市再生に関する研究
・地域活性型不動産事業の展開に関する研究
・まちのオープン化に関する研究

■著書
図説 都市空間の構想力（共著、 学芸出版社）、アーバンデザインセンター 開かれ
たまちづくりの場（アーバンデザインセンター研究会、  理工図書）、60 プロジェ
クトによむ日本の都市づくり（公益社団法人日本都市計画学会編、朝倉書店）　他
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横浜国立大学　大学院都市イノベーション研究院　准教授
1975 年 東京都生まれ

Taku Nohara

講師プロフィール

野原  卓


